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　　　　　　　　　　　　　　       　わたしはぶどうの木で、あなた方は枝です。人がわたしにと　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                 どまり、わたしもその人の中にとどまっているなら、そうい  

                                                                         う人は多くの実を結びます。わたしを離れては、あなた方は　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　                何もすることができないからです。　ヨハネ１５：５
　 　　　　　　　　　　権威の問題　　　　マルコ　１１：２７－３３
　ある家庭を訪問したときのことでした。２人の１０代の子を持ったお父さんがおっしゃったことは、「正しいことと思って教えようとしても、『お父さん、それは間違っている。』と子供は言葉を返す。お父さんのは多くの人生経験からの知恵だというと、聖書が教えていることと違うという。いやー、聖書がそういっているといわれたら、もう子供にも対抗できません。こうなると子供に対する親の権威は通じない。聖書の権威を認めざるを得ない。」といいました。そういいながらそのお父さんは、子供さんが聖書の教えに従って歩んでいることを喜んでいました。そこには希望があります。
マルコの福音書は真の権威の問題をとりあげています。
１．権威の内容
　　権威とは一般的に、他の人を承認させ、服従させる威力及び支配力で、それには精神的、道徳的、社会的、そして法的範疇に及ぶことを意味しています。聖書は権威について、「何かをなす能力、手腕(ヨハネ19:11)、権能、特権、自由（ロマ9:21）、委任的権威（マタイ21:23）、主権（ダニ4:22,23）などの意味に使用している。」（聖書辞典）とさらに深く示しています。権威には、真理と正義と愛が伴わないと真の権威とはいえなく、内容のないものとなってしまいます。独裁者は力ずくで権威を振りかざしますが、その特権に与る一部の人たちをごまかしたり、表面的に従わせることができても、人々の心の奥底まで権威を認めさせ、心から従わせることはできません。
２．権威の所在の論議
　　イエス・キリストと祭司長、律法学者、長老たちが権威の論議を交わしたのは、神殿の中でした。論議を交わしたといえば聞こえはいいけれど、神殿の内外における宗教的権威者であり民の指導者であると自他共に認めているとうぬぼれている人たちが、権威の問題でイエス・キリストに論争を吹きかけた事件性の出来事でした。イエス・キリストは謙遜なお方でありましたが、癒しのわざをするときも、語るときにも、父なる神から与えられた権威をあらわしたので心憎く思い、神を冒涜することだと思い、また彼らの不正をイエス・キリストに見抜かれていたためにイエス・キリストが煙たい存在でした。その上、彼ら自身の権威を侵されたという思いも手伝って、ローマ帝国にたてつく者として訴える手がかりをつくろうとしました。彼らが、「何の権威によって・・・」と権威の所在の質問をもってイエス・キリストに詰め寄りました。イエス・キリストは、「ヨハネのバプテスマは天から来たのですか、人から出たのですか。答えなさい。」と彼らの質問に彼ら自身に答えさせました。預言者は神によって召され、神から力を与えられた人ですから当然天からきたものです。人々はバプテスマのヨハネを預言者だと思っていたので、ユダヤ人の指導者たちはヨハネの権威を否定することはできなく、肯定すれば彼らはイエス・キリストの権威を認めざるを得なくなり、わかっていながら「わかりません。」と逃げ口上をのべたが、ここにおいて権威の所在の答えが出ています。
３．イエス・キリストの権威の証明
　　イエス・キリストの権威は、イエス・キリストの言葉となした業にあらわれていましたが、バプテスマのヨハネに関連したことからも証明されました。バプテスマのヨハネは、「見よ。世の罪を取り除く神の小羊。」（ヨハネ1:29）といって、旧約の預言者たちが預言していたメシヤを、具体的に指して最初に世に紹介した人でした。イエス・キリストを陥れるために彼らがもち出した質問によって、彼ら自身が恥をこうむる結果となったことは皮肉なことでした。ユダヤ人の最高議会を構成する人たちが、真の預言者か偽預言者であるかを見分けるのも彼らの責任の大きな役割であったにもかかわらず、「わかりません。」といったことは、その責任を果たせないことを暴露する意味になります。イエス・キリストの権威は地上の生涯においては限られていましたが、十字架にかかって死んで復活して天と地のすべての主の主、王の王としていっさいの権威を授けられました。
　　現代の乱れた世の中で、自己主張があまりにも強くあらわれて、権威を軽んじる傾向があると思いませんか？

ポストモダニズムの時代の特徴は、理性が強く出て、真理が隠され、伝統が削られていっていることにあらわれています。
理性は人間に与えられたすばらしい特権ですが、神からそれた理性は危険になります。アダムの理性は誘惑に負けて迷いの道に入ったことを、すべての人は謙虚に受け止めるべきです。聖書はすべての権威は神にあることを教えています。神への信仰が第一であり、地上の秩序を保つために神の権威の下にある地上の権威に従って、不合理なことがあっても先ず自分の果たすべき責任を果たしなさいと教えています（ロマ13:1,2）。妻は夫をどのように立てているでしょうか？夫は妻をどのように愛しているでしょうか？親は子供をどのように愛しているでしょうか？子供は親の権威にどのように応じているでしょうか？職場の人間関係はどうでしょうか？これらの問題は当時の論議のことだけでなく、今の時代にも切実な問題です。
　　世の指導者たち、神を畏れて聖きを成就してください。すべての人、信仰をもって神によって立てられた地上の権威に従いましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜鈴木光夫＞

